
｛目半山県系で閉まっているか

ら、何ができるかといって、シ

ンカラ
冷容していえ

斎藤
そヲ
そ
っ、
以敬が
五
ト

一歳で
内務大臣となり、
叙任式

の翌日、原が烈紋付に臼タピ姿

玄芹したとき、
門嵯甘か
ら小使

まで、斐叩でも巷』ったかのよ

うに縫いたという勾

岩淵原は一
川間ぐらいじっ

h構えていたが、一
淵間が縫っ

と、
失加、
山県糸
界保、つま

リ次町民局KN叫ト地炉心HK行の二

十四人を一斉
に汁切っちゃっ九

辛きに
－車宕火の
芯ムヲτやって

のけ九だてに
出紋付に自タビ

をはいていたわけじゃない。そ

のとき原が
彼担したのが床次竹

二郎、
水軒弘太郎ーーのちの政

蓄の棋で七そして言切

られた
山県系の誌は、
験窪E

か
民一政党へ行ったんペ

資蔵
新米ぶ院
が尉任そっそ

うに、山
保全棋の
首切りとは

月曜日

内務
潟村る
原
内
相
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・
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曜月

車回刷新聞七月十五日附の

「ふれ球小法」欄の館者は、粕

谷一希氏
会提倒した江
藤淳氏

の「ユダの
APF（SF

八月鋭）について
かう冷いて

ゐ司令可
江崎順
・子Vめら
っ者が、
山

崎（正和）はhEかくとし

て．な
ザ桶谷のごと
急融け

出l祝怯甥本にこれは
Y初安』

．
事、たのかは、
宇品dへてみ

る偵値のある問題でせ九

柏戸合一希は
嗣聾官としては

有能な人だったと蒋判です

が、じつは
当時大芝困っ
た・併があ2砕し九
夜に担

っ

て伊家や授甥套採るこ

との
好きな人だといふのが

もっぱらの噂で、（出吟）

仕掛け人たることは
編帆者

の名替ともいへますが、中

央公遊歩やめて入車る

手必り歩失ふと、
A「皮はあ

第657・658号

1
・

l

第3 .fl郵便物u.可(3) 

はここで一つ
mdしておきた

いのである。すなはち、
嗣純

行として「凶った癖があると

いふもっぱらの崎」だの、「小

央公体現診やめて人
会繰る手

紛
り参矢ふ舟λ行以にふける

やつになった」だのと、・かう

まで酷い
ギ宣言はれても、柏

谷氏は伏して反協調しないであ

らヲといふ引ななぜ反翁し

ないか。反諭しないはうが勝

つからである。「拘合
吾氏

は、来して
在岬家なのか、編

脱者なのか。あるいはまた、

「
粕
谷
・・圃・・・

希

でてしかし問地は彼が

「ポ計叫理不」とtydリ、この秘

的な

人間採作会支持品の世界

に持ち込んで、
保守派にも

朝
日新聞に
ι必侍るやヲな

「資任の所介仙の不
明械な文

市」、。ユダ
的一文章H
5

きだしたことであって．江

藤は本人がその点に
恥歩感

十子、
向MTP抱いてゐる

こ
と歩昼間としてゐます。

長い引用歩抜へてしたのは

理由あつての併であって、自払
在家

で弘前撃

でもあり、

かつ
評論家でもなければ編輯

者
でもないといふ、いはぱ新

制の山崎町・

文出械必者なのか」

と江
藤淳氏は勧いてゐるが、

さついふ
っ新航」の変り純が

峨息してゐるのであり、それ

は
忍昨治家」の
お板安掲げな

がら駄
文争侭室恭守、
「市兵に

遡っ
て作透、
評論家やジャー

ナリス
ト歩孫」り、
「一ぬmを

編輯」す
る棋だけ争
各市裂と

してゐるのである。いはぱ品 勾且翁
誰でも知っていること

だが、五・一五とか、二・二六

の前後に、
西凶品すの相談相手に

なった吹臣、その削の
内大臣、

宮内大臣になった人たち、一木

藷邸や・尚浅
作平は、いわば山

埜お
｛ロ保なんだ
世間では、

この人たちは非常に公平だとい

っているが、
集際は
山県系の官

僚の
本流会勉いだ人たちなんで

す－Qそし
て徹科した県議い

だっ九五・
τA叫作後の環陳

災内問ニ・二
六県併で倒れた

悶悶
啓介肉M聞というものは、い

ち
おう激動するぽ部に対して飢

級剤の
役習呆すこをカンハ

ンにして、軍部がおとなしくな

るまでは、しば
らく懸註雌伏

して黙っていろとい
う態安取

ったが、実は
噂ν務岸が目的
だ

ったので丈いつの
時代もげ保

は
政山接いだ勾

出の
事押，
に倍以して、
延辺

ばかりは知悉してゐる滞だか

ら、・守ヲいふ場合、
正面切っ

て反論するのは
下策だといふ

事は知リ抜いてゐるむそれ

ゆ
ゑ粕谷氏としては忍の一千

「人の
吻も七十・九日」といふ

から二ヶ月ばかり待てばよい。

吾閣の軌慣はA込「冶ぜrcる

位」だから、
事辿りでしきり

に「雀問」が交されて、あれ

は「江藤の山崎に射する嫉妬

だ」とか、「
江川勝もよく信ふ

よ」とかいふ鮪の江
総批判が、

議
む
べ
小

いづれ七十五日
後には、
粕谷

一
希擁護の

風削多級感す金山中

になるであら叫んwそれかあら

ぬか
地以耳ならぬ私のばに
も

江
採が氏についての陰口一がし

主乃に問、え

て来る。

だが、さついふ除けがどこ

ま
で本合かといふ事に、私は

全く興味が無い。私は江泌氏

と郁叫叫が無いし、かつてサン

ケ
イ新聞紙上で江藤氏歩批判

した心さへあるが、A白の粕

ハ介批判に附する限り、
江泌氏

地
方
制
度

義
援
川片品攻傍
に存

ちゃいない。岩測原敬はありきたりの大

臣h患ったら、
大まちがいだ

原敬はそヲしておいて、最初の

恩在

地方制度華民季提和」

九
郎制嵐止楽です拘県と町

村との聞に郎というのがあっな

均的体としての
抑制ずめつれ’w

－』の

礎dhA市手提出したわけでt

u本の
地万制度とい、つものは

明治二十三年に山保がのくつ九

内務大臣の山県の下に平回東叫

一

本廷徳的一ら山
県糸官僚によっ

てつくられた
地方制度に、
原敬

がμっ向か、ヤ穴ナタをふるった

わけペ竺万じゃ．
山県志山口

僚の骨nを切り、つづいて
地方制

度に向かって

略比奈歩吊す。そ

れで、
山以初の同会でんえμ．欽で

衆議院歩通過し九

，，
．‘ie1E・E・－‘11
11OBI－－1・ta
－－ES－－－B

の
百分は正しいか・句、
私は何

のためらひも無く
江藤氏を支

持する。私は
地球社か
ら今秋

山すキ定の『戦争の何か必い

か』におい
ずぬ谷氏の駄文と

その

不徹な犠肘術歩徹底的に

披主「したが、引払が
純明尚に

ならざるをえないのは、
粕谷

氏ご
と急棋な
「伝家」の

正怖を、これま
主宰がれ紘

札ずにゐたといふ
主一政なので

ある。だが、駄文しか紛れぬ拠合

一希氏も「瑛に担っ
て怖閣官』

ら
ず」

制輯」する術には以けてゐる

そしてそれは何し
ろ幕泊りの

出来事だから、さ7いふ「隠

微な検閲」に
脱走止てる述中

は、
単晩必ず狐・泌するがにな

る。「冷ぜざる叫」における

勝者は常
に悠者だからぺ
『月時佐伊の
訓者必若に山山

晶子る、粕谷一
希氏の
作〈物

は今後
奇想品事、それは

時附の浪費だし、
刷物ばかり

滅んでをれ
ば峨者の版は節穴

になる可かの「飾のやぽさん・
J
ル
l
ツ一
は
山
県
有
朋

d錯

覚務
院
が
反融市に
山

勾一
あ
の
地方
制
度叫
輩出
合
し
て
も、

指測
そ
っ、

此
狭院
は山町糸一
内
務省
の
人
恨由民動
に
し
て
も、
政

芳械なんです勾それ
岳民
京思議からいうと、山監伺朋

叫4Aにしたつきりです勾
脊μ一の旧勢力に
対す怠識であっQ

A主聞も尚かずに欧殺しでわ一その政普通すのに、原敬は一

定救助な在、翌年の
璽一つの宝Zってい九

ιMしもの宇品し九そし
て
一
編集部あの米験動の昨後で

よJとつ曜会の多数で
本
健一した勾日本の日議産はロシ

リ川酒し、巾扶院に送られ49と一アq帯につ作品二位で、似品引は

品－こんどは一一度日だから
刊紙一これにUし、これま怖に放

玄匂わけにいかないe
村川、一山
古山すべきだとZVレ九この内川

町立り内務H僚と木刀打ちする一8時間鹿のカギをにぎっているの

h一げだが、狐2み管制つい
忙何一は山県だっ九そこで原敬は

守
れ
て
しま
ヲの
で
あ
るv
一

一
「大三の
附
は
万
ヒ
ト阜、

氏以
て

干匁級戦後の政治家は、
市品川一

ιねばりに学ばねばいかん
十九一
グ
ロrコx
bp
口H

－

lji－
－
一、－
rrrLF3－－Fh・・，j

同調この似の地仏ド比一
－J
i－－ZJ

－山Atいうものは、これで断一ωし一
浩測やっぱり政治家は情念

－h」わけじゃない。大正七年
一月、一
Zって、利口であるよりはパ

一
4内附が組附されると、
セヲ一カでもいい、史，事Eってつら

一
与つ成・併し九いずれにしでもー一ぬくべきです勾そっぃ‘ヲ点、

l＋
1111111
1Tl一市磁の仕事ざまは立派
だったと

ば
『ペントハウス』
に
不琳な一
忠九

一給不悔し、「円本人
存本一
重．壊の話ですが持そ

一けことに本気になるのは
世袋一のころ後綴覇市・が、以敬と耐を

7
こ
と
だ」
云々
と
仰
と
も廿
や一
比べ
てい
まし
た
勾
そ
れ
で後綴

一Lけ凶々しいが手持い九一が、一が天下ヂ取るか、原敬が天τ多」

百羽｝湖七月七日続によ
在、一
取るか。
そのときは今
と巡っ
て

ぬ女には
「取材
が殺到、
』vつ一ト〈九州
峰「の
時代なんだから‘
紘

一J』つ、プロダクションの
俳訴一でもいいわけペそこで、秘は

一いなλまでになっ」たと
ふ－
小誰叫に態様撃は殺されない

「にせAd焼物毒物と一一川一けれども、
原敬
は殺される長川

百できい
時勾たから、
雄一いえというのは、
語、
赤化

一またまだ
線げるに
明義
で
一
ず、
跡事維の
所へ
殴り込
みをかけ

てに非節は、
安捨て
令へ一九そしてドふ闘の術立なんか、

下
れ
ば
必ず
附か
る
の
で
あ
考
一
今の
金に
し
て
恒n万
円
とい
う
や

一一んが、「冶刷会編輯」すすと一つでしょうね、みんなよわして

一誌に食わぬ物すの
品
主
主つんです
徐験平が鰐〈

荷主る下旬しいが、さ
十い一のは当然でしょうe惨や手引かっ

士事主審街は学
骨に一ちゃえところが援という人

すはれるのであり、
そのい世
に
一物は、
そん介
鳴かしがきかん人

一指
定が
語かぬ
心を、
和は一附なんです。
だから嚇かし
ぎ

すり在に忠七柏
袋は一かんか・・接されるというわけペ

ヨ震に主にも揺しすい一政妥というものは、そヲした

一
ご
あ
らっ。
い
や、

果古
米
ぬ一
巡命の
以品川
下
に
生手れ
た
人間
だ

．ιめらヲ。そして反論せ
柑いやす恵三

亡よって容は稼げるに
孝一
議それでいいんだ、いい

一議い。が、粕谷
氏の
下劣一拍一んだ

一仰した必のこの文ポは、一二級一
斎藤それにしても、あのこ

，Kのそれと制域後世に司
王・二六
出件後には、
強引家にm

hvのである，

fAのあ
る者がいなくなった勾

焼ぽされ
た宵桜越前、
成雄実と

小
とゐず」（誠子）という本つ

になり
たい
・£Tc、
山川町

に～HM寸
教育機閥割安金を、白
川志麻遂

の中か
ら補助しても句いたいと

相談し九
山以は米拍動でおび

えていたところだから、ただち

に
議して、こ

れ宏変身宮相

に命じて、一千万円下賜
》平内定

したことがあります勾このと

きお託会呼んだが．
笹川原

必の器uが
宝島かしてま

まちてい
ます。
援が
タギ民

話々とか、
4民同附
〉呼

ばれ、
燃発的人以
争級点したこ

とは‘
当然中アぷ成
り行きだったと

いってよいのでl下骨三

治測ここらで話歩幅和時代一というもののお秤は、山県布朋

に反ミ

一なん字句
議の振の本拠

Z
罰重いまの
政協務省手。
謀
議と与

妥が原敬・犬義－
露’行総
τのは、
裏の忠弘力だった

などの
大政治李』どれだけ研究
京、これがほとんど
山堂小で同

しているか、ちょっ
と埠水して一ってい九

みたいので
す
。

一
そこへ
患の
騒が
す
受

講
三宅去
第四Q雲
一で、
草委閣の
内務査にな

で、池閉
め人内附は
政治協力一つ九そこで、以が
去をパ

行為防止捗ポ主民、平接伴保曹
三ックにし
て内務省にきても、い

祭
に伺脅
しすとした
でしょ一ったい何ができるか、内務謀

えそれ
も実力哲と相級し長一Z何がわかるか、というのが

来やめて、
似基調でオジャンに一山県系の
考え方であつれ，、

し九倹はこれについて思い起一ところが、当人の原は党人肌

・
子’ことが一
つあ司令可
一
を丸出しに、いつも
五
ツ紋の羽

斎藤
原敬のことだろ三
一織に仙毒で白タビをはいて激

治湖そつな
盟川三十九年一酒なスタイルをしている。それ

一川、第一

次珂凶帯内M聞が成立
一

で内援で鱒〈ヰつな
削をしてい

すると、
瓜敬は初めて内務大医
一る。それが
内務行へ行って大臣

になっ九
そ車、も日本夕刊佐
一室に入る。ところが
内務省は次

の波乱の生涯

いうのは、私はよく知っていま

すがね、この二人は死をみるこ

£乎るがごときものがあって

ね、
平気でしえあんなおとな

しい
頗をして、
州仰やりすファッ

ショや市人主ぽつん
でT『

告測
敗戦の弁筆、、米引をこ

わがっ
て兆huv」た前人がい九

隠副将めが・・・：、

斎藤
山梓川湾問
と斎減実は、

必は心か
ら必敬してい
ます。つ

ね日頃か・伐
政治に
関与すも一川

年将校歩平気
で批判し、これを

斯附記打に向かっていうんです

－Q必nじゃない。u本のため

には、一日

ムMHナム阻潟市が失政

多量ねるか、
官年将校が
反省す

る以外に赦いの巡はないと、堂

々
と嘉戸した争ん《それから

竹っぽい政
治家といえば
大必穀、

尼崎付与ぷでです勾それが酬明

ふ弘み6・
・・
・・～。編集部殺された
VUW様mvU

犬必較も、
制州恨変後にわか

に海部が
鈴附してくると、この

二人は
軍歩抑えてみせるという

公概に燃えていました勾この

内…、戦後の政治不はも
っ少佐

史
多ぬ寝しなければいけません

勾ど
ypめりがとっございま

し九

（つづく）

（三八年一バト＝百
於銀座・大限）
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「｜｜
松
原

正

る
文化財団で
山町長刊と共

に稔μになり、江藤湾から

「この
〈徒与の
樫程圏

環宇をしてゐる」
ι捕さ

れるやる
お吟）
八百K

にふけるやうになった
ゃう

粕谷一希、読むべからず　松原正　月曜評論-1983.08.29


